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附属札幌中学校の研究

P-2

「学びの主体者」となる生徒の育成

－「問い」を活かす授業の探究－

研究主題

◆自らの思考・判断をもとに、
自他に働きかける生徒

◆他者との関わりを通して、自分自身を客観的に捉え、
自己の成長に向かうことができる生徒

「学びの主体者」となる生徒の育成



附属札幌中学校の研究

P-3

生徒自らが「問い」を生み、「問う」ことの価値を
実感する学び合いによって、「学びの主体者」と
なる生徒を育成することができる

研究仮説

■これまでの自分の認識や経験との違い
から生じた疑問のうち、解決したいと
強く思うもの

■「問い」を解決するために他者に働き
かける行為

「問い」

「問う」

思考・判断



国研から示された研究課題

P-4

【体育分野】
■運動を合理的に実践するため、運動の技能や知識
を活用するなどの思考力・判断力を育成するため
の指導や評価方法等の工夫改善についての研究

【保健分野】
■個人生活における健康課題を把握し、その解決を
目指して具体的に考え、判断し、それらを表現す
る力の育成を図り、「知識を活用する学習活動を
取り入れる指導方法の工夫」のための具体的な指
導方法等の研究



プレゼン資料と学習案について

「問い」「学習課題」に
関連する内容

「問う」「学び合いによ
る探究活動」に関連する
内容

青の実線で標記

緑の二重線で標記

P-5

「問い」

「問う」



思考力・判断力等の育成するためには…

知識や技能の

活用場面の設定

課題を解決する

場面の設定

不十分ではないだろうか

授業者の意図的な

働きかけが必要

整理分析し、探究

できる場面の工夫

思考力・判断力等

知識・技能を活用して
課題を解決するために必要な
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思考力・判断力等の育成するためには…

生徒自身が課題を解
決したいと強く思う
内面的なアプローチ

他者との学び合いを
通して課題を解決で
きる場面の設定

「問う」ことの価値を
実感する学び合い

生徒自らが
「問い」を生むこと

－「問い」を活かす授業の探究－

P-7

知識・技能を活用して課題を解決し

思考力・判断力等を高める授業



研究の内容 －「問い」を活かす授業の探究－

①【体】【保】既成概念を検証する学び

②【体】 「やりたい」のに「できない」から展開する学び

③【体】 「条件や状況が変わる」と「できない」から展開する学び

【体】【保】 「問い」を解決するための自らの

「仮説」の設定と「検証」の重視

生徒自らが「問い」を生むこと

「問う」ことの価値を実感する学び合い
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生徒自身が課題を解決したいと強く思う内面的なアプローチ

他者との学び合いを通して課題を解決できる場面の設定

思考・判断を進め
る原動力として

課題を解決する
手立てとして



保健分野

第３学年

感染症の予防「エイズ及び性感染症の予防」

実践例①



【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

■エイズ及び性感染症の増加傾向とその低年齢化が

社会問題になっていることから、その疾病概念や

感染経路について理解できるようにする。

■予防方法を身に付ける必要があることを理解できる

ようにする。

例えば、エイズの病原体はヒト免疫不全ウイルス（HIV）で

あり、その主な感染経路は性的接触であることから、感染を

予防するには性的接触をしないこと、コンドームを使うこと

などが有効であることにも触れるようにする。

指導内容
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身に付けた知識や技能を活用して課題を解決し、
思考力・判断力等を高めるために・・・

■ＨＩＶ特有の疾病概念が存在すること、感染数が
増加している現状を捉え、感染症の予防方法に関
する知識を活用して、エイズの予防方法について
科学的に検証すること。

■学習したことを事例と比較したり、関係を見付け
たりするなどして、道筋を立てて説明できるよう
にすること。

P-11

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」



■感染症の予防方法に関する知識の活用を通して、エイズ

（HIV）特有の疾病概念を理解し、予防方法を検討すること

で、学習したことを事例と比

較したり、関係を見付けたり

するなどして、道筋を立てて

それらを説明することができる。

本時の目標
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

※筋道を立てて
本時で学ぶ「HIV特有の疾病概念」を
踏まえ、予防の方法を説明すること
をねらいとした。
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

常に前時まで学んだ内容を振り返ることができる工夫常に前時まで学んだ内容を振り返ることができる工夫

①
感
染
症
の
原
因
と
予
防
に
関
す
る
知
識

②
性
感
染
症
に
関
す
る
知
識

③
本
時

エ
イ
ズ



前時までの学習内容と本時の学習内容を関連付ける工夫前時までの学習内容と本時の学習内容を関連付ける工夫
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

前時までの学習内容前時までの学習内容 本時の学習内容本時の学習内容
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

前時までの学習内容の振り返り①前時までの学習内容の振り返り①
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

前時までの学習内容の振り返り②前時までの学習内容の振り返り②
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

前時までの学習内容の振り返り③前時までの学習内容の振り返り③
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

前時までの学習内容の振り返り④前時までの学習内容の振り返り④
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

前時までの学習内容の振り返り⑤前時までの学習内容の振り返り⑤
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

エイズの疾病概念の理解①エイズの疾病概念の理解①
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

エイズの疾病概念の理解②エイズの疾病概念の理解②
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

エイズの疾病概念の理解③エイズの疾病概念の理解③



P-23

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

エイズの疾病概念の理解④エイズの疾病概念の理解④
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

エイズの疾病概念の理解⑤エイズの疾病概念の理解⑤



既習内容と事例を比較し、生徒自らが「問い」を生む

P-25

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

HIV感染後、ウィンドウ・ピリオド期間に検査を受け、発見

が見逃された事例を紹介し、エイズを発症した原因を探る
ことができる資料を提示

ケーススタディケーススタディ

なぜ検査したのに感染！？

これまでの知識では説明できないぞ！？

ＨＩＶ特有の原因があるのではないかな！？
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」



P-27

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」



P-28

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」



「どうしたら性的接触によるHIVの感染を防ぐこ
とができるだろうか」

ケーススタディを用いて解決方法を探究
①既習内容では説明できない点を整理
②疑問点を明らかにし、予防方法をまとめる。

P-29

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

「問い」

「問う」

①仮説の設定（個人➡グループ）
②全体交流
※他に感染経路が存在するのではないか！？
※HIV特有の性質があるのではないか！？

③ウィンドウ・ピリオドから、エイズの疾病概要を理解
④感染を防ぐ方法をまとめる



ケーススタディを用いて解決方法を探究
①既習内容では説明できない点を整理
②疑問点を明らかにし、予防方法をまとめる。

P-30

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

「問う」

①仮説の設定
（個人➡グループ）

◆仮説を立て検証のため他者に問う
ためには、自己の考えをしっかり
ともつこと、いわゆる、自分の立
ち位置を明確にすることが大切で
ある。



ケーススタディを用いて解決方法を探究
①既習内容では説明できない点を整理
②疑問点を明らかにし、予防方法をまとめる。
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

「問う」

②全体交流

※他に感染経路が存在するのでは
ないか！？

※HIV特有の性質があるのではな
いか！？



ケーススタディを用いて解決方法を探究
①既習内容では説明できない点を整理
②疑問点を明らかにし、予防方法をまとめる。

P-32

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

「問う」

③ウィンドウ・ピリオドから、 エイズの疾病概要を理解

◆全体交流で疑問であると
した生徒の言葉から、潜
伏期間に関わる「ＨＩＶ」
特有の疾病概念を示す。



ケーススタディを用いて解決方法を探究
①既習内容では説明できない点を整理
②疑問点を明らかにし、予防方法をまとめる。

P-33

【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

「問う」

④予防方法をまとめる

◆自分の考えと、仲間との
交流を受けて、予防に必
要な考え方をまとめる。
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

感染症の予防に関する知識から

予防方法を「問い」を解決するための仮説の設定

本日の学びを受けて

①性的接触を行わないこと
②コンドームの使用（感染経路を遮断する性的接触）
②によって感染を防ぐこと
③検査の実施や治療

④感染の心配がある場合は、3ヶ月後のウィンドウ・
③ピリオドが経過した後に検査を行い、陽性の場合は、
③適切な治療や投薬を行うこと
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【保】感染症の予防 「エイズ及び性感染症の予防」

生徒（Ａ）の記述生徒（Ａ）の記述

生徒（Ｂ）の記述生徒（Ｂ）の記述

感染症の予防に関する知識から

本日の学びを受けて



体育分野

第３学年

球技「インディアカ」（ネット型）

実践例②



【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

【課題①】話し合いの時間を確保することで、運動量とのバランスが問題

P-37

思考・判断の高まりに、なぜ？インディアカ

【課題②】思考・判断した内容を確かめたり、深めたり、検討し直したり
する活動が必要

①ボール操作が他のネット型球技よりも比較的容易であり、
作戦を考えたり、ボールを持たないときの動きを身に付ける
ための工夫をしたりなど、単元を通して思考・判断する時間
の確保がしやすい。
②一度にゲームを行うことができる人数が、他のネット型球技
よりも多いことから運動量が増え、体を動かしながら役割に
応じたボール操作を指摘し合ったり、連携した動きを選択し
たりするなどの思考・判断する時間の確保がしやすい。



【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

指導内容

■勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦に応じた技能で仲間と連携しゲーム
が展開できるようにする。

■役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた
場所をめぐる攻防を展開すること。

■球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、
自己の責任を果たそうとすること、作戦などについての話合いに貢献しようと
することなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

■技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解し、自己の課題
に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

知識、思考・判断

態 度

技 能

P-38



身に付けた知識や技能を活用して課題を解決し、
思考力・判断力等を高めるために・・・

■授業導入時にゲームを振り返り、役割に応じた
ボール操作と連携した動きの課題について他者
評価をもとに「問い」を明確にする。

■「問い」の解決はチーム力の向上への関連を価
値付けを行う。

P-39

【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）



■役割に応じたボール操作と連携した動きによって

空いた場所をめぐる

攻防を展開するため

に、仲間の技術的な

課題や動き方につい

て指摘することがで

きる。

本時の目標

P-40

【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）



理想とする動きを「やりたい」のに、「できない」状況から、

生徒は、「自分たちの理想の動きは、どのようにしたら
成功できるか」という「問い」を生む。

P-41

【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

仲間の技術的な課題を指摘することができたかを捉
え、目標の達成に必要な視点を促す。

「問い」

◆前時に考えた動きと、本時のゲームの振り返り
◆他者評価

➡役割に応じたボール操作と連携した動きについて、仲間の動き方を指摘し
合い、課題を明確にする。

◆教師による価値付け

➡「問い」の解決は、チーム力の向上につながることを価値付け



「やりたい」のに、「できない」状況の設定によって、
生徒自らが「問い」を生む

P-42

【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

前時に考えたチーム内の役割や動き方
を、導入のゲームで活かし、「やりたいこと」と「できたこと」との比較
から、役割に応じたボール操作と連携した動きについて、仲間の動
き方を指摘し合い、課題を明確にする。

前時と本時をつなぐ前時と本時をつなぐ

なぜ上手くいかないのかなぁ！？

チームの理想の動きには無理があるのかなぁ！？

どうしたら理想の動きを実現できるのかなぁ！？



P-43

【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

「問い」

学習課題

「自分たちの理想の動きは、
どのようにしたら成功できるか」

役割に応じたボール操作と連携した動きに
は、どのような動き方が必要だろうか

動き方の検討と確認
ボールの位置や軌道を想定して、体を動
かしながら互いの具体的な動き方を検討
し確認する。

「問う」
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【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

動き方の検討と確認
ボールの位置や軌道を想定して、体を動
かしながら互いの具体的な動き方を検討
し確認する。

「問う」

＊○○さんがスパイクを打ちやすい
位置にボールを集めよう。

＊○○君がレシーブした瞬間、□□へ移動しよう。

【チーム練習】役割に応じたボール操作と連携した動きを確かめな
がら練習を行い、互いの動きを捉え、動き方を工夫する。

【確かめのゲーム】理想の動きをイメージし、チームとしての動きを
確認しながらゲームを行う。

仮説仮説

検証検証
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【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

◆「問い」を解決する方法として、
ホワイトボードを活用する

①動き方を工夫する。
②タッチの順番を決める。

仮説の検証



仮説の設定

P-46

【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

動き方の検討と確認
ボールの位置や軌道を想定して、体を動かしながら
互いの具体的な動き方を検討し確認する。

◆チームで考えたこと
（連携した動き）を、
実際に動きなら確かめる
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【体】第３学年 球技「インディアカ」（ネット型）

生徒（Ａ）の記述生徒（Ａ）の記述

生徒（Ｂ）の記述生徒（Ｂ）の記述

課題の指摘に関すること

ボール操作や連携した動きに関
すること



研究のまとめ

思考力・判断力等を育成するために・・・

「問い」を活かす授業を振り返って

成果と課題



研究の成果

生徒自らが「問い」を生むこと

思考力・判断力等を育成するには・・・

①自らの力で探究しようとする意欲のアプローチ
解決したいという強い思いや願いを想起する内面的なアプローチによ
り、自らの力で探究しようとする意欲を高めるとともに、運動の行い
方のポイントを見付けたり、課題に応じた練習方法を選んだりするな
どの思考力・判断力を育む原動力となる。

P-49

②思考・判断を進めるきっかけとする「問い」
「問い」を生む手立て①「既成概念を検証する学び」、②「や

りたい」のに「できない」から状況から「問い」を生む展開は、
「問い」を生むことに機能し、思考・判断を進めるきっかけとす
ることができた。



研究の成果

思考力・判断力等を育成するには・・・
「問い」を解決するために、

他者に「問う」活動を設定すること

③自らの「仮説」を設定する

「自ら」という視点が大切。グループ学習において「問い」を解決す
る方法を模索するとき、他者の考えに同調し、適切な方法かを吟
味せずに、他者の考えを鵜呑みにして活動する姿も多く見られた。

自らの考えや判断をスタートとしてから他者との交流を行うことで、
手立ての幅を広げ、解決の可能性を高めることができる。

生徒が立てた仮説の探究は、課題の解決を導き、本時の目標（思
考力・判断力等の育成）の達成へとつなげることができる。

P-50



研究の成果

思考力・判断力等を育成するには・・・
「問い」を解決するために、

他者に「問う」活動を設定すること

④一往復半以上の「問う」を大切にする

「問い」を解決方法を他者に「問う」とき、自己の考えを一歩的に伝
えるだけでは、運動の行い方のポイントを見付けたり、課題を解決
するための方法を見出したりすることができない。

他者の考えを一度受け入れ、その考えに賛同や疑問の根拠を共
有する必要がある。根拠は、身に付けた知識や技能を活用したり、
学びの状況を的確に捉えたりすることで示すことができる。

根拠を示すことで、一往復半以上の「問う」が生じ、思考力
・判断力等を高めることに寄与することができる。

P-51



研究の課題

①「生徒」主体で「問い」を設定できる学習展開が必要

授業者から示された「問い」では、学習意欲が高まらず、「問い」を解
決するための「仮説」を立てることができない。そのため、結果として
解決につながらない。

「やってみたい」「解決したい」という生徒の願いが込められた「問い」
とするためには、「問い」を生む段階での自律的な学びが必要。

自律的な学びには、他者との関わりを通して、自らの力でこれまで身
に付けた知識や技能を活用して、問題を発見することや、課題を的
確に設定すること、解決のためのプランを立てることなどがある。

生徒自らが「問い」を生むこと

P-52



研究の課題

②思考・判断する内容の整理が重要

思考・判断すると関連して高めることができる「技能」「態度」「知識」の内容を検討
し、思考・判断に関する 「目標」「内容」「指導方法」「評価規準」の一体化・系統化

を図るべきである。思考・判断する内容を、単元や題材の特質に応じて検討する
ことが大切である。

運動の行い方のポイント、課題を解決するための方法は、内容の提示によっても
身に付けることができる。これまでに身に付けた知識や技能を活用し、思考力・判
断力等を育成するには、じっくり探究する時間（自律的な学び）が必要である。

ただし、体育分野においては，運動量とのバランスも考慮していく必要があること
から、「考えながら動く」「動きながら確かめる」など、学習活動の展開の在り方も
今後の検討していく必要がある。

「問い」を解決するために、
他者に「問う」活動を設定すること

P-53



研究の課題

③仮説の適切性の評価が重要

思考力・判断力等を高める手立てとして、「仮説の設定と検証」を設
定したが、その適切性についての評価を大切にする必要がある。

理想とする姿自己（あるいはチーム）の現在の姿との差異を明確に
しないままの設定を仮説として設定する際、だと、仮説としては無理
があったとの結果も生じる。

仮説の設定と検証により、思考力・判断力等を高めるには、自己評
価能力を高めるような自律的な学びが必応であると考える。

「問い」を解決するために、
他者に「問う」活動を設定すること

P-54



札幌市の保健体育の取り組み

大学・市教委・公立学校・附属学校が一体となっての研究

◆毎月2回程度の学習案検討会

◆延べ３00名を超える授業参観

◆公立学校でのプレ授業の実践

P-55



平成27年度 国立教育政策研究所
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